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取扱説明書 

●ご使用前に必ずこの取扱説明書をお読みください。 
●この取扱説明書と保証書は必ず保管してだくさい。 
●本書の内容の一部または全部を無断で転載することは禁じられています。 
●本書の内容に関しては、将来予告なしに変更することがあります。 
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必ずお読みください 
 
1.1. はじめに 
この度はマックス 紙折り機 ＥＰＦ-４００をご購入いただき、誠にありがとうございます。 
本機は、（Ｂ６サイズ～Ａ３サイズ）紙折り作業の効率化を目指して開発された、汎用紙折り機です。
本機を使うことで、紙折り作業時間の削減及び仕上りのきれいさ、どなたにも簡単な操作で、紙折
り作業の効率化を実現します。作業の効率化を図り、また良きパートナーとして末永くご愛用いた
だくために、この取扱説明書に従ってお取扱いいただきますようお願い申し上げます。 

 

1.2. ご使用上の注意 
この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協会（VCCI）の基準に基づくクラス B 情報技術
装置です。この装置は、家庭環境で使用することを目的としていますが、この装置がラジオやテレ
ビジョン受信機に接近して使用されると、受信障害を引き起こすことがあります。取扱説明書に従っ
て正しい取扱いをしてください。 
 

 

■表示について 
この取扱説明書および商品は、商品を安全に正しくお使いいただくためにいろいろな表示を使用しています。
その表示と意味は次のようになっています。 
 

警告 取扱いを誤った場合、使用者が死亡または重傷を負う可能性

が想定され、絶対に行なってはいけないことが書いてあります。 

注意 

取扱いを誤った場合、使用者が障害を負う可能性が想定され、

絶対に行なってはいけないことや物的損害のみの発生が想定

され、絶対に行なってはいけないことが書いてあります。また、

作成したデータが消失する可能性があり、絶対に行なってはい

けないことが書いてあります。 
 
 
 
 
 
 
          操作上のポイントおよび知っていると便利なことが書いてあります。 
 
          説明のページが異なる場合に参照するところが書いてあります。 
 
  注意！   注意していただきたいことです。  
 
■表示について 

 「気をつけるべきこと」を意味しています。 
この記号の中や近くの表示は具体的な注意内容です。 

 「してはいけないこと」を意味しています。 
この記号の中や近くの表示は具体的な禁止内容です。 

 「しなければいけないこと」を意味しています。 
この記号の中や近くの表示は具体的な指示内容です。 

    

機械が故障し修理が必要になることが想定される操作や、現状復帰するためにリセット

などの操作が必要になるので絶対に行なってはいけないことが書いてあります。 
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必ずお読みください 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

本機は絶対に分解または改造しないでください。火災、感電、故障の原因となります。 

 本機の内部に指、ペン、針金などの異物を差し込まないでください。本機が故障したり、火災、感電

の原因になります。 

 電源は、付属の電源コードを使用してください。 

専用以外の電源コードを使用すると本機が故障したり火災、感電の原因になります。 

 電源は、必ず 100V 専用コンセントを使用してください。 

100V 以外のコンセントを使用すると本機が故障したり火災、感電の原因になります。 

 
電源は直接コンセントからとりタコ足配線はしないでください。火災の原因になります。 

 電源コードの上に重いものを絶対にのせないでください。コードに傷がついて火災や感電の原因とな

ります。 

 
濡れた手で電源プラグを抜き差ししないでください。感電の恐れがあります 

 水、薬品などが機械にかからないようにしてください。万一内部に水などが入った場合は電源プラグ

をコンセントからすぐに抜いて販売店に修理をご依頼ください。そのまま使用すると本機が故障した

り、火災、感電の原因になります。 

 
故障のまま機械を使わないでください。煙が出ている、変な音やにおいがするなど、故障状態のまま

使用すると火災、感電の原因になります。すぐに電源プラグをコンセントから抜いて販売店に修理を

ご依頼ください。 

 本体は必ず水平に設置してください。ぐらついた台の上や傾いた所など、不安定な場所に設置しない

でください。倒れたり台から落ちたりして、けがや故障の原因になります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

警 告 
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必ずお読みください 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 大きな容量を必要とする機器（冷暖房機器、冷蔵庫、電子レンジ、ＯＡ機器等）とコンセントは共用

しないでください。電圧が下がり機械が誤動作する可能性があります。 

 コンセントに差し込んだまま、紙や布を本機の上にかぶせたり置いたりしないでください。火災や故

障の原因になります。 

 直射日光の当たる場所や高温多湿の場所、結露した状態でのご使用は避けてください。動作が不安定

になったり、機械故障の原因になります。 

 連休等で長期間ご使用にならないときは、安全のために必ず電源プラグをコンセントから抜いてくだ

さい。 

 電源プラグは定期的に清掃してください。長い間にホコリなどがたまり、火災や故障の原因になりま

す。 

 電源プラグを抜くときは、電源コードを引っ張らずに必ず電源プラグを持って抜いてください。コー

ドが破損して火災や感電の原因になります。 

 本機内部に用紙、異物等がはさまるなどで、正常に動作しない場合は、必ず電源を切ってから取り除

いてください。機械が不意に動作したとき、けがの原因になります。 

 
安全カバーの開閉時には手等をはさまないように注意してください。 

 本機を移動させる時は、折りカセット１・２をはずし、補助テーブル、排紙テーブルを閉めてから、

２人で本体底面四隅を持って運んでください。落下等でけが、故障の原因になります。 

         
免責事項 
 

本取扱説明書の記載内容を守らなかったことにより生じた損害や、故障等の使用不能の際に生じた損害や逸

失利益、または、重要書類の破損および、これにより生じた 2次的な損害につきましては、当社は一切の責任

を負いません。あらかじめご了承ください。 

注 意 
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目次 
 

１．  設置前の注意事項 
１．１ 設置場所の確認 ……………………………………………………  ５ 
１．２ 搬入時の注意 ………………………………………………………  ５ 
１．３ 付属品の種類・数量の確認 ………………………………………  ６ 

 
２． 製品各部の名称 
２．１ 外観 …………………………………………………………………  ７ 
２．２ 操作パネル部 ………………………………………………………  ８ 

 
３． 本機でできること 

３．１ 用語・折形解説・使用できる用紙 ………………………………  ９ 
３．２ 特徴および使用目的  ……………………………………………  ９ 
３．３ 使用しないとき  …………………………………………………  ９ 
３．４ 使用上の注意  ……………………………………………………  ９ 

 
４． 使用前の準備 

４．１ 付属品を取付ける ………………………………………………… １０ 
 
５． 使用方法 

５．１ 規格用紙（Ａ３・Ａ４・Ｂ４・Ｂ５等）の定形折り ………… １３ 
５．２ 規格外用紙（Ａ３・Ａ４・Ｂ４・Ｂ５等以外） 

の折り位置セット方法 …………… １６ 
５．３ クロス折り ………………………………………………………… １７ 
５．４ アート／コート紙を折る方法 …………………………………… １８ 
５．５ スピード調整の方法 ……………………………………………… ２０ 
５．６ 手差しモードの操作 ……………………………………………… ２０ 
５．７ 調整 
５．７．１ 斜行調整 ………………………………………………… ２１ 
５．７．２ 折り位置の微調整 ……………………………………… ２２ 

５．８ カウンタ ………………………………………………………… ２２ 
５．９ エラー表示・状況・対策 ……………………………………… ２３ 
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６． 保守・点検・消耗品 
６．１ 点検・お手入れ時の注意事項 …………………………………… ２４ 
６．２ 日常のお手入れ …………………………………………………… ２４ 
６．３ 消耗品について …………………………………………………… ２４ 
６．４ 給紙・排紙フォトセンサーの清掃について …………………… ２５ 
６．５ 給紙ローラーゴム・用紙パッド 

ゴムシートの脱着について ………………… ２６ 
６．６ 消耗部品の交換方法 ……………………………………………… ２７ 
６．７ ゴムローラーの手入れ方法 ……………………………………… ２８ 

７． トラブル時の処置 
７．１ トラブルの内容と処置 …………………………………………… ２９ 
７．２ 故障の場合 ………………………………………………………… ３０ 

８． 移設または廃棄するとき 
８．１ 移設 
８．１．１ 旧設置場所からの撤去作業 …………………………… ３１ 
８．１．２ 運搬 ……………………………………………………… ３１ 
８．１．３ 移設先での設置 ………………………………………… ３１ 

８．２ 廃棄 ………………………………………………………………… ３１ 
 
９． 製品仕様 
９．１ 仕様 ………………………………………………………………… ３２ 

 

１． 設置前の注意事項 
 
 
１．１ 設置場所の確認 

 
 
次の条件を満たした場所に設置してください。 

  ・直射日光の当たる場所に設置しないでください。 
  ・窓際は避けてください。 
  ・湿気やほこりの多い場所は避けてください。 
  ・風の当たるところ、熱を発生する機器付近での使用は避けてください。 
  ・本体の重さは約３３kgです。丈夫で水平な台又はテーブル上に設置してください。 
 
 
１．２ 搬入時・本体移動時の注意 
  
・衝撃や激しい振動が製品本体に加わらないようにていねいに取り扱ってください。 
・保護手袋をし、２人で底面４隅をしっかり持って運搬してください。 
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１．３ 付属品の種類・数量の確認 
  
 
 
 
・開梱したら、同梱品をご確認ください。万一不足していたらすぐに販売店に連絡してください。 
また、保証書の記入をお願いします。 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
        
         
 
 
 
 
 
          
 
          
 
      

 
 
 
 
 
 
  

 
                  
 
 
 

                                
 

 
 

                 
 

          

                             

 

           

 

 

①本体 

②折りカセット１ 

③折りカセット２ 

④電源コード 
注意：形状は異なる場合があります 

⑤補助用紙ガイド 2個（右・左） 

⑧本体カバー 

⑥取扱説明書（本書） 

⑦簡易マニュアル 

⑧保証書兼お客様登録カード 
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２． 製品各部の名称 
２．１ 外観 

 
                                                  
 
 

上カバー 

 

 

 
給紙パッド 

 
 

ゴムシート 
 
 

操作パネル 

 
給紙テーブルレバー 

給紙テーブルを上下させます 

 
排紙ローラー 

折った用紙を整列させます 

 
ストッパー微調整ツマミ 

折り位置を修正します 

 
 

折りカセット 1 

一回目の折り 

 
折りストッパー 

折り方を設定します 

 
折りカセット 2 

二回目の折り 

 
ストッパー微調整ツマミ 

折り位置を修正します 

 
ブレーカボタン 

安全装置が働くと、ボタンが 

飛び出て電源を遮断します 

 
    

AC インレット 
電源コードを差し込みます 
 
 

電源スイッチ 

主電源スイッチです 

 
 

給紙ローラーゴム 
 

給紙ローラーユニット 
 

用紙ガイド 

用紙幅に合わせます 

 
給紙テーブル 

用紙をセットします 

 
 

補助テーブル 

使用時は、引き上げます 

 
排紙トレー 

折った用紙が積載されます 
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表 示 意味 確認／対処のしかた 

ピリオド表示なしの枚数表示 

①カウンタの表示 

カウントアップモードでスタートできます。 

（折った枚数を表示） － 

ピリオド表示ありの枚数表示 

①カウンタの表示 

カウントダウンモードでスタートできます。 

（残り枚数を表示） － 

下記操作パネル②部分点滅 
折りカセット 1 または 2 内で紙が詰まっていま

す。 
折りテーブル内に詰まった紙を取り除きます。 

下記操作パネル②部分点滅 給紙センサー部分に紙が詰まっています。 
給紙センサー部分に詰まった紙を取り除きま

す。 

下記操作パネル③部分点滅 

用紙がありません。 

給紙テーブルから用紙が送られませんでした。 

上カバーが開いた状態で、スタートがかかりました 

折りカセット 1 または 2 がセットされて 

いない状態でスタートがかかりました。 

用紙をセットします。 

｢7.トラブル時の処置｣の項をご参照ください。 

上カバーを閉めてから、スタートします。 

下記操作パネル④部分点滅 
排紙トレーが満杯です。 

排紙センサー付近に紙が残っています。 

排紙トレーの紙を取り除きます。 

排紙センサー付近のお手入れをします。 

    

   ２．２操作パネル部 
 
 
 
 
スピード切替ボタン 

速度を設定します 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                               
 

 

手差しモード表示 

手差しモード時に点灯します 

 
 
 
 

手差しモード設定ボタン                    
手差しモードを設定します 

 

 
 

 
 
 
 
 
スピード表示 

現在のスピードが点灯します 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
クリア/リセットボタン 

カウンタをクリア、エラーを 

リセットします 

 

 
 

 
 
 
 
 
①カウンタ 

枚数や加算、減算 

識別を表示します 

 
枚数設定ボタン 

処理枚数を設定します 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
テストボタンタン 

テスト折りを 2 枚（カウンタに 

影響しません） 

 

スタート/ストップボタン 
スタートまたはストップします

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
エラー発生箇所表示 

イラストでエラー発生箇所 

を示します 

② ③ ④ 
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３．本機でできること 
   

３．１ 用語・折形解説・使用できる用紙 

 

名 称 解 説 

ジャム 用紙が機械内部で詰まること 

重送 ２枚以上重ねて（折りカセット１・２内）給紙すること 

スリップ 用紙が送り込まれないこと 

原位置 折りカセット 1 の折り位置ガイドがいちばん右側にあること 

さばく 用紙どうしがはりついている状態をはがすこと 
 

図 

      

折 形 ２つ折り ４つ折り 片袖折り 内３つ折り 外３つ折り 観音折り 

・その他変形折り・２回折りによるクロス折り   Ｂ６は観音折り不可 

上図の着色部は、給紙テーブルに用紙を下向きにセットしたときに折られた状態です。 

用紙質量 
連量４０～９０㎏（２折りのみ１３５㎏） 

｛坪量４６．５～１０４．７g／㎡（２つ折りのみ１５７g／㎡）｝ 

紙質 
更紙・上質紙・再生紙，アート紙/コート紙（但し、特定の用紙に限る） 

折り目が付いたもの、カール、その他変形した用紙は除く 

※給紙圧、セパレータ圧調整機能使用により、特定のアート紙/コート紙も折り可能 

用紙寸法 Ｂ６（１２８×１８２mm）～Ａ３（２９７×４２０mm） 

３．２ 特徴および使用目的 

・操作が簡単です。 

・プリセットカウンタ（枚数表示を繰り返す）により必要枚数をすばやく折ることができます。 

・用紙の断裁が曲がっていた場合および斜めに折られたときに、曲がりを補正する機能として斜行調整 

ツマミがあります。 

・紙詰まり・スリップ時は、「エラーマップ」上に発生場所を表示します。 

・2 つ折り･4 つ折り･片袖折り･内 3 つ折り･外 3 つ折り･観音折りの 6 種類の折形とクロス折りができます。 

 

３．３ 使用しないとき 

・電源プラグをコンセントからはずしてください。 

・本体カバーを掛けてください。 

 

３．４ 使用上の注意 

 

・特に重要な書類は事前に折りテストをして折り位置の確認をしてください。 

・理由を問わず、用紙の折ずれ・破損の補償はご容赦ください。 
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４． 使用前の準備 
 

４．１ 付属品を取付ける 

 

 

 

 

 

（１）電源コードをインレットに差し込みます。 

 

（２）折りカセット２を取り付けます。 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

突起部分にカセット２を滑らすように、斜め４５度程度の角度でｶﾁｯとなる所まで差し込みます。 

 

（３）折りカセット１を取り付けます。 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

両側にある丸印の折りカセット１ガイドに沿わせるようにして、折りカセット１を 

ｶﾁｯとなる所まで差し込みます。 
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    ①                                      ② 

 

 

 

 

 

 

 

排紙テーブルを広げて、排紙延長テーブルを引き出します。 

 

 

 

 

                            ２ 

 

    ③                                       ④ 

                           １ 

 

 

 

 

 

補助テーブルを１持ち上げてから 

２の方向に押しこんでセットします。 

 

 

 

 

 

注 意 

 

折りカセット１・２が正しくセットされているか確認してください。 

外れてけがの原因になります。 

側面の角穴が本体サイドカバーの面に 

丁度合うように押し込んでください。 

折りカセット１がストッパーレバーでしっかりと固定さ

れていることを確認してください。 

補助テーブル 



 

1212121212１ 

 
 

 

（４）電源コードをコンセントに差し込みます。 

 
注意！ 
・必ずほどいて使用してください。 

・付属の電源コード以外は使用しないでください。 

・電源コードのアース線は必ず接地(アース)してください。 

・電源コードのプラグ形状は異なる場合があります。 

 

 

 

 

 

警 告 
濡れた手で電源プラグを抜き差ししないでください。 

感電の恐れがあります。 

 電源コードのアース線は電源コンセントに挿入または接触させないでください。 

火災・感電の原因になります。 

 

 

 

（５）電源スイッチをオンにします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電源スイッチ 
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５． 使用方法 
 

５．１ 規格用紙（Ａ３・Ａ４・Ｂ４・Ｂ５等）の定形折り 

 

               （２）・（４）               （４） 

               用紙ｶﾞｲﾄﾞﾈｼﾞ              用紙ｶﾞｲﾄﾞ（右/左）    

                                                       

 

 

 

 

 

 

 

（１）                  （５） 

給紙ﾃｰﾌﾞﾙﾚﾊﾞｰ  （３）         給紙ﾃｰﾌﾞﾙﾚﾊﾞｰ 

        給紙ﾃｰﾌﾞﾙ 

（１） 給紙テーブルレバーを上げて、給紙テーブルを下げます。 

（２） 用紙ガイドネジをゆるめて用紙ガイド(右/左)を使用する用紙の目盛りに合わせます。 

（３） 給紙テーブル上に用紙をきれいに揃えて積みます。 

（４） 用紙ガイドと用紙の隙間が無いようにして用紙ガイドネジを締めます。 

（５） 給紙テーブルレバーを下げて用紙をセットします。 

注意！ 

・印刷直後の用紙はジャム・重送・スリップ・用紙シワの原因になりますので必ず乾いてから使用 

してください。 

・片袖折りの場合は、印刷面を下にしてください。 

・用紙をセットするときは、印刷面に注意してください。用紙のセット状態と折られた状態は、 

        ８ページ「３．１．２ 用語・折形解説」の表を参考にしてください。 

・用紙ガイドと用紙に隙間があると折りずれの原因になります。 

（６）排紙ローラーを用紙サイズ 

   （Ａ３・Ａ４・Ｂ４・Ｂ５） 

   に合った位置に移動します。 

   

   用紙サイズと排紙ローラーの位置関係はローラー位置 

シールを参考に合わせます。 

スピード１で使用する場合、Ａ４スピード１に合わせます。 

排紙がスムーズに行われない場合、排紙ローラーの位置を変えてください。 

 

排紙ローラー 
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（７）折り位置をセットします。 

 

折り位置ガイドのハーフナット 

レバーを指で挟みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

折りカセット１・２の目盛りの位置 

に折り位置ガイドを合わせます。 

 

 

ハーフナットレバーを離すと折り 

位置ガイドは自動的にその位置で 

ロックします。 

   微調整はストッパー微調整ツマミ 

で行ってください。 

   ２１ページ「５．７．２ 折り 

カセット１・２の微調整」参照  

  

      

 

注意！ 
２つ折りの場合のみ全サイズ共折りカセット１ 

は2つ折りの線までストッパーを下げてください。 

また。２つ折りでシワ、及び異常な折りかたが 

発生した場合は、ストッパーがうごかなくなる 

まで押し下げてください。 

 

 

 

 

 

 

折り位置ｶﾞｲﾄﾞ 微調整ツマミ 

折りカセット１ 

折りカセット２ 
微調整ツマミ 

折り位置ガイド 

ﾊｰﾌﾅｯﾄﾚﾊﾞｰ 

ﾊｰﾌﾅｯﾄﾚﾊﾞｰ 

B5 ｻｲｽﾞ 4 つ折り時 
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（８）試し折り 

「テスト」ボタンを押すと、２枚折ります。 

（カウンタは動きません） 

２枚目の折った用紙で仕上がりを確認します。 
折りずれが発生する原因 
・ローラーの汚れ 
・用紙ガイドのセットが曲がって固定されている又 
は用紙ガイドと用紙の間に隙間がある 
・給紙テーブルが曲がっている 
・用紙の裁断が曲がっている 

折りずれを修正する場合  

 

 → ２１ページ「５．７ 調整」参照        

 

 

 

注 意 

 

ローラーなどの駆動部には絶対に手を触れないでください。 

けがの原因になります。 

 

髪の毛・ネクタイ・ネックレス等をローラーなどの駆動部にたらさないでください。 

けがの原因になります。 

 

（９）連続折り 

「スタート/ストップ」ボタンを押すと、連続して用紙 

 を折ります。動作中に、もう一度押すと停止します。 

カウンタは加算していきます。 

「クリア」ボタンを押すとカウンタは「０」に戻ります。 

希望枚数のみ折りたい場合 

 

→ ２２ページ「５．８ カウンタ」参照 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

操作パネル部 

 

テストボタン 

ｽﾀｰﾄ／ｽﾄｯﾌﾟﾎﾞﾀﾝ 
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５．２ 規格外用紙（Ａ３・Ａ４・Ｂ４・Ｂ５等以外）の折り位置セット方法 

 

 

（１）用紙の長さを測ります。 

折りたい形に合わせて下表より折りカセット１・２ 

の折りたい長さを計算し、折り位置ガイド（指針） 

を移動させます。 

 

 

（単位 ㎜） 

 折りカセット１ 折りカセット２ 

２ つ 折 り 原位置 １／２Ｌ 

４ つ 折 り １／２Ｌ １／４Ｌ 

片 袖 折 り ３／４Ｌ １／４Ｌ 

内 ３ つ 折 り １／３Ｌ １／３Ｌ 

外 ３ つ 折 り ２／３Ｌ １／３Ｌ 

 

 

 

 

 

例）３００ｍｍの用紙を４つ折りにする場合。 

折りカセット１＝３００×（１／２Ｌ）＝１５０ｍｍ 

⇒折り位置ガイドの指針を１５cm の位置に合わせます 

折りカセット２＝３００×（１／４Ｌ）＝７５ｍｍ 

⇒折り位置ガイドの指針を７.５cm の位置に合わせます 

 

 観 音 折 り １／４Ｌ １／２Ｌ 

                                  用紙の長さと、折りカセット１・２の 

折り位置ガイド（指針）位置関係 

折り寸法基準値 

・用紙サイズ及び折り方種類により折りテーブル（1 テーブル／2 テーブル）それぞれの 

折り寸法の基準値を設定。 

 
① 折り寸法基準値(mm):基準値は小数点第1位を四捨五入していますので目安です。 
②折り方種類と折り寸法基準位置（折り寸法測定位置 折りカセット１／折りカセット２） 
 
 ＊B6・A5サイズは、サイズ・折り形を【折りカセット１・折りカセット２】（mm）基準値に合わせます。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ５．２規格用紙（Ａ３・Ａ４・Ｂ４・Ｂ５等）の定形折り参照 

折り位置ガイド 

指針 

用紙ｻｲｽﾞ 折りﾃｰﾌﾞﾙ 片袖折り 外 3 折り 内３折り 観音折り 4 折り 2 折り 

折りカセット１ 137 122 60  91  B6 

全長 182 折りカセット２ 46 61 61  46 91 

折りカセット１ 158 140 70 52 105  A5 

全長 210 折りカセット２ 53 70 71 106 53 105 

折りカセット１ B5 

全長 257 折りカセット２ 

折りカセット１ A4 

全長 297 折りカセット２ 

折りカセット１ B4 

全長 364 折りカセット２ 

折りカセット１ A3 

全長 420 折りカセット２ 

【折りカセット１、折りカセット２】用紙サイズ・折り形指定あり 
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５．３ クロス折り 

クロス折りの説明 

・クロス折りとは、２つ折りした用紙（Ａ３・Ｂ４）をさらに４つ折り 

 や内３つ折りなどにすることをいいます。 

 クロス折りの用途 

・（Ａ３・Ｂ４）の用紙を４つ折りしただけでは、長３封筒に入ら 

ない場合などにクロス折りをします。 

 

 
 

 

   １回目         ２回目 

 

 

  （Ａ３・Ｂ４） 

                 

                ４つ折り 

 

   ２つ折り 

 

 

                ３つ折り           

注意！ 
クロス折りに使用できる用紙は諸条件によって変動します。 

・用紙種類 、用紙サイズ 、縦目・横目  

温度・湿度 、印刷状態 

 

通常の折りより横ズレが大きくなったり、折った角が内側 

に折れる現象が起こる場合がありますが機械の故障では 

ありません。 
 

  操作手順 

・２つ折りした折り目を手でよくしごきます。 

・用紙は少な目に積みます。（３０枚以下） 

・補助用紙ガイドは、用紙ガイドにあたらないように用紙サイズシールより手前に置きます。 

（１） ２つ折りにした用紙を給紙テーブルにのせ、 

用紙ガイドを密着させて固定します。 

（２） 左右の給紙補助ローラーのネジをプラスドライバー 

   でゆるめて、用紙の両端をおさえる位置にセットします。 

（３） 補助用紙ガイド右左を用紙サイズの目盛りの位置に置き 

先端のベアリングが用紙のふくらみを抑えるようにおきます。 

 
  注意！ 
給紙補助ローラーの材質は 

樹脂のため、ネジを締める 

際は締め過ぎて給紙補助 

ローラーが割れないよう 

十分注意してください。 

 

補助用紙ガイド（右/左） 

給紙テーブル 

ベアリング 

用紙ガイド（右/左） 

補助用紙ガイド（右/左） 

給紙補助ローラー 
用紙サイズシール 



 

1818181818１ 

５．４ アート紙／コート紙を折る方法 

 

 

１．給紙ローラー軸を外します。 

２５ページ「６．５ 給紙ローラーゴム・給紙パッド・ブレーキゴムの脱着について」参照 

 

１． ツマミをゆるめてアート紙／コート紙用、 

用紙セパレーターを取外します。 

 

 

 

 

 

 

２． 標準紙用セパレーターを取外し、アート紙／ 

コート紙用用紙セパレーターと交換します。 

 

 

 

 

３．給紙圧調整レバーを「１」に設定します。 
 

４．セパレーター圧調整レバーを「２」に設定します。 

 

 

中央部にへこみがあります 

給紙圧調整レバー 

セパレータ圧調整レバー 

給紙ゴムローラー 

アート紙／コート紙用、用紙セパレーター交換 
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５．用紙をよくさばいて
．．．．

から積みます。 

用紙をセットする前に、紙と紙の間に空気が入るように、 

用紙を手で捌き、揃えてからセットするとより安定して 

動作します。 

 

注意！ 
・「アート／コート」の印刷物は印刷インクにより用紙の 

密着度が非常に強い場合があります。 

その場合、前ページ（２．および３．）の設定だけでは 

給紙ミスが発生しやすくなるため、用紙を給紙テーブル 

にセットする前には必ずさばいてください。 

 

 

 
 

 

· 上下左右各数回ずつさばくと紙送りが良くなります。 
· 用紙積載量が多いと給紙不良発生率が高くなります。 
· アート紙／コート紙は静電気が発生しやすい用紙です。静電気による給紙不良が頻繁に発生 

し始めましたら、用紙を再度良くさばいてから、用紙を少なめにセットしてご使用下さい。 
 
 

 
 
 

 
                             
 
 
 
 
 
 
 

      
 
 
＜複数枚給紙が多発する場合＞ 
 
 
・上記５．を参考に、再度用紙をよくさばいてください。 
・給紙テーブルにセットする用紙の枚数は、最大でも 100 枚程度として下さい。 
・スピードは、速度「３」以下としてください。＊速度が遅いほど、安定する傾向にあります。 
・セパレーター圧調整レバーを「２」→「３」に変えてください。 
・セパレーター圧調整レバーの数字が大きくなると用紙をさばく力が強くなります。 
 
 
＜給紙スリップが多発する場合＞ 
 
・給紙圧調整レバーを「０」から始めて、スリップする場合は「１」に上げてください。 
・給紙圧調整レバーの数字が大きくなると用紙を送る力が強くなります。 

 

※上記対応でも、給紙ミスが発生する場合は、再度用紙を確認下さい。 

※また、コート紙は印刷仕上げ時に細かいパウダーを使用している為、折りローラーが白く汚れる 

ことがあります。コート紙を折った後は、こまめに清掃をしていただくようお願い致します。 

 

※コート紙以外の仕様範囲内の用紙の場合は、給紙圧・セパレーター圧とも「０」が基準となります。 

紙と紙の間に空気を入れる

ようにして、よくさばきます。 
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折り方 速度 1 速度 2 速度 3 速度 4 速度 5 
2 折り 27 60 100 135 184 
内 3 折り 27 60 100 135 184 

５．５ スピード調整の方法 

 

１．スピード調整の方法 

操作パネル部のスピード切替ボタンにより、動作速度を切替える事ができます。 

 使用環境に合わせて切替えてご使用ください。 

       

   スピード切替ボタン ：動作速度の切替に使用します。 

 

       スピード表示 ：現在選択されている速度（ランプ点燈位置） 

             電源スイッチをＯＮにした時は、速度３になります。  

 

 

【スピード表示対応表】 

 

 

 

＊動作速度は、数値は、A4 上質紙 64g/m2 のとき（瞬時枚数 枚／分の折りセット数） 
基本の２種類の折り方についての参考値データ 

       ：速度と音の関係  

     速度１（低速） ＜ 速度２ ＜ 速度３ ＜ 速度４ ＜ 速度５（高速） 

                

   静かなモード                

      オフィスなどで極力静かに作業をしたい時など、速度を遅くして静かに使えます。（用紙に制限あり） 

 ５．６ 手差しモードの操作 

   手差しモードによる複数の用紙をまとめておる方法             

スピード切替ボタン右下の手差しモードボタンを押すと、機械は自動給紙モードから手差し給紙に換わります。  

    ＊用紙ﾛｰﾗｰﾕﾆｯﾄを外します  

手差し給紙は、最大 3 枚までの重ね折りが可能です。速度は「３固定」 

     Ａ４上質 64g/㎡使用時：3 通り（内 3 折り、外 3 折り、変形 3つ折り） 

Ａ３上質 64g/㎡使用時：1 通り（2 つ折り）ができます。 

   *手差しモード中は、用紙を奥までまっすぐに差し込んでください。 
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５．７ 調整 

 

５．７．１  斜行調整 

 

 

 

用紙裁断時の曲がり、その他の要因で折り合わせが 

曲がっている場合は、斜行調整ツマミで曲がりを修整 

することができます。（基本位置はピンが溝のある中央 

にあります） 

 

排紙された状態のままみて、用紙の下面が 

右へ曲がった場合は斜行調整ツマミを右方向へ、 

左へ曲がった場合は左方向へまわしてください。 

※万が一斜行の曲がりが発生した際は、まず用紙 

ガイドと用紙の間に隙間がないか確認してください。 

 

注意！ 
・２つ折り以外の場合は折りカセット１で折られた面 

を下にして斜行調整してください。 

・用紙をかえた時は、斜行を調整し直してください。 

・作業後は斜行調整ツマミを基本位置に戻してください。 

                                          

 

 

 

 

①折られた下面が右に傾く場合              ②折られた下面が左に傾く場合 

  斜行調整ツマミを右に回してください。          斜行調整ツマミを左に回してください。 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 斜行調整ツマミ 

左回し 右回し 
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５．７．２  折り位置の調整 

 

 

 

 

         折りカセット１          折りカセット２        ストッパー微調整ツマミ 

 

※折り形の図は排紙テーブルに出てきた用紙を操作パネル側から見た状態で表しています。 

 折り形 2 つ折 観音折 内 3つ折 外 3つ折 4 つ折 片袖折 

紙折りの状態 

(実線の長さを折りカ

セット 1 で調整しま

す) 

折りカセッ

ト１を通り

ません 
 

 
  

 

 

実線部が長い場合  短  短  短  短  短  

折

り

カ

セ

ッ

ト

１ 実線部が短い場合    長   長   長   長   長 

紙折りの状態 

(実線の長さを折りカ

セット 2 で調整しま

す) 
 

 
   

 

実線部が長い場合 短  短  短  短  短  短  

折

り

カ

セ

ッ

ト

２ 実線部が短い場合   長   長   長   長   長   長 

 

５．８ カウンタ 

（１） 加算モード・・・「クリア/リセット」キーを押し、カウンタを０にします。 

スタートボタンを押すと動作を開始し、紙がなくなるまで動作を続け、１枚ごとにカウンタが

１ずつ増えます。 

 

（２） 減算モード・・・折る枚数を指定したい場合に使用します。 

「クリア/リセット」キーを押し、カウンタを０にし 

希望の枚数を入力します。 

減算モードランプが点灯します。 

スタートボタンを押すと動作を開始し、１枚ごとに 

カウンタが１減り、カウンタが０になると動作を停止 

します。 

            

  

                              （２０枚を入力した場合の表示） 
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５．９ エラー表示・状況・対策 

 

次のような時、機械は自動的に停止します。 

表示 状況 対処のしかた 

給紙テーブルが下が

っている。 

給紙テーブルレバーを下げる。 

給紙テーブルに用紙

が載っていない。 

給紙テーブルに用紙を載せる。 

給紙テーブルの用紙

が少ない。 

給紙テーブルに用紙を１０枚以上載せる。 

給紙スリップ／重送 用紙をさばく。 

給紙圧を調整する。 

セパレータ圧を調整する。 

給紙ローラーゴムと給紙パッドの清掃、あるいは交

換。 

仕様内の用紙を使用する。 

折りカセットのセットが

不完全。 

折りカセットを外して再セットする。 

安全カバーが開いて

いる。 

安全カバーを閉める。 

用紙ジャムＬＥＤ 

 

 

 

メインモータがロックし

た。 

ロックした原因を取り除く。 

給紙ジャム 

 
 

給紙部で用紙が詰ま

った。 

用紙を取り除く。 

排紙ジャム 

 
 

 

排紙部で用紙が詰ま

った。 

用紙を取り除く。 
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６． 保守・点検・消耗品 
 

６．１ 点検・お手入れ時の注意事項 

 

警 告 

 

点検・手入れ時には電源プラグをコンセントから抜いてください。 

けが・感電の恐れがあります。 

 
 

６．２ 日常のお手入れ 

 

 

・  折りローラーに紙粉及び印刷物のインクが付着するとシワ、紙詰まり等トラブルの原因になるので定期的

にゴムローラー専用クリーナー※と布切れを用いて清掃してください。 

・ 折りローラーは 1 本ずつ、ゴムローラー専用クリーナーを浸した布切れで力いっぱいこすり、何も汚れが取

れなくなるまで拭いてください。 

 

・  紙粉及び印刷物のインク等が給紙ゴムローラーや用紙セパレーターに付着すると給紙性能が低下し、紙

詰まりやスリップの原因になるのでゴムローラー専用クリーナーを用いて清掃をしてください。 

・  外装部の汚れはアルコール又は清掃用クリーナーを使用してください。 

   溶剤系の洗浄液は変色の原因になるので使用しないでください。 

 

※ゴムローラー専用クリーナー ・・・マックス卓上紙折り機 

ゴムローラ専用クリーナー【ＥＦ１８６０６】を使用してください。 

 

 

 

６．３ 消耗品について 

 

 

 

製品に使用されている給紙ゴムローラー、ブレーキゴム、用紙セパレーターは消耗品です。 

交換が必要な場合は、お買い求め販売店までご連絡ください。 

 

 交換方法は、「６．６ 消耗部品の交換方法」２７ページを参照してください。 
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６．４ 給紙・排紙フォトセンサーの清掃について 

 

＜給紙フォトセンサーの清掃＞ 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 ＜排紙フォトセンサーの清掃＞ 
 
用紙を 1 枚しか給紙しない場合は、排紙フォトセンサーの表面に付着した紙粉をやわらかい綿棒で取除いてく
ださい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
ランプ点滅 

排紙トレーの用紙を取り除いても以下の表示になる場合は排紙センサーのお手入れが必要で

す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

排紙センサー 
 

 
排紙ローラー 

 

 
 
 
排紙センサー部に用紙の破片及び紙粉などが付着すると上記エラーが発生します。 
このような場合は、綿棒など軟らかいもので付着した紙粉や用紙の破片などを取り除いてください。 

ランプ点滅 

排紙トレーの用紙を取り除いても上記の表示になる場合は排紙センサーのお手入れが必要です 

 排紙フォトセンサー  

 排紙ローラー 

 

 

給紙フォトセンサー(丸い穴の下にあります) 

上カバーを開け、給紙フォトセンサーの表面（黒い樹脂面）を

先端を水で濡らした綿棒等で拭いてください。 

注意！  

綿棒で清掃する際に、糸くずを残さないようにしてください。 

給紙しないことや、あるいは１枚だけ給紙してから給紙エラー

になる場合があります。 
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６．５ 給紙ローラーゴム・給紙パッド・ゴムシートの脱着について 

 

給紙ローラーゴムと給紙パッドを交換する際は、下記の要領で取外しを行ってください。 

①給紙ローラーゴム、②給紙パッド、③ゴムシートは、消耗部品（別売）です。 

交換の目安は、使用枚数 20 万枚もしくは 2 年のどちらか早い方です。 

いつでも快適にお使いいただくために、早めの交換をお奨めします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

交換の際は、性能維持のため必ず以下の、給紙ローラーゴム、給紙パッド、ゴムシートの３点をセットで交換し

てください。 

交換方法は「６．６消耗部品交換方法」 

 

 

 

 

 

 

卓上汎用紙折り機（ＥＰＦ－４００）用純正パーツ、消耗部品セット【ＥＦ７０１１３】をお買い求めの販売店で 

ご購入ください。 

 

消耗したときの機械の症状 交換の目安 消耗部品 交換が必要な状態 

 

 

① 給紙テーブルから紙が 

送られないことが、度々 

発生する。 

給紙 
ローラー
ゴム 

ゴム断面の山が丸くなって、溝が浅くなっている。 
 
 

ゴムに亀裂が生じている。 

 

給紙パッド 

給紙ローラーゴムのあたる部分がへこんでいる。 
 
 
 
 
 
 

② 用紙が重なって送られ、 

機械内で詰まったり、折

り位置が全く異なって排

出されることが度々発生

する 

使用枚数 ２０
万枚もしくは2
年のどちらか
早い方 

ゴムシート 
給紙ローラーゴムと給紙パッドと同時に交換してくだ
さい。 
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６．６ 消耗部品の交換方法 

 

                                        

（１） 必ず電源プラグをコンセントから抜きます。 

（２） 給紙ローラーユニットを以下の手順で取り外します。 

① 上カバーを開けます。 

② 給紙ローラーユニットを、手前に押し込みます。 

③ 上に引き上げて、取り外します。 

     

 

 

 

（３） 給紙パッドの両側を持ち、引き上げて取り外します。 

向きに注意して、新しいパッドを差し込みます。 

 

 

 

（４） 粘着テープで取り付けられている黒いゴムシートの 

剥離紙をはがし、本体突起部に合わせて、元の位置 

に貼り付けます。 

 

 

（５） 給紙ローラーゴム（３個）を取り外し、３個全て新しい 

給紙ローラーゴムに取り替えます。 

 

 

 

（６） 給紙ローラーユニットの白いプラスチック 

部材側を本体手前側の穴に押し込み、 

本体奥側の軸受けにあるピンに、給紙 

ローラーユニットの軸に合わせて取り 

付けます。 

 

（７） 上カバーを閉じて完了です。 

 

 

 

 

消耗品の交換の目安 

①給紙ローラーゴム、②給紙パッド、③ゴムシートは、消耗部品（別売）です。交換の目安は、使用枚数 

20 万枚もしくは 2 年のどちらか早い方です。いつでも快適にお使いいただくために、早めの交換をお奨

めします。 
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６．７ ゴムローラーの手入れ方法 

        
ゴムローラーの手入れ方法 

ゴムローラーに紙紛やインクなどの汚れが付着すると、折りズレや、紙詰まりを起こす原因と 

なります。定期的にクリーニングを行ってください。おおむね 5 千枚～1 万枚程度毎のク 

リーニングが目安ですが、印刷時のインクの乾きが不充分の状態の用紙を使用されますと、 

クリーニングが必要な時期を早めます。また、紙粉とインクが混ざり合ってゴムローラーに固 

着すると、汚れがとりにくくなりますので、早めのクリーニングをお奨めします。 

 
 
 

A 
 
 
 

 
C 

 
B 

D 
 
 

 

 

B    C    D 

A 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                      

① 必ず電源プラグをコンセントから抜きます。 
 

② きれいな布に、専用のクリーナーを含ませて、ゴムローラー 4 本をクリーニングします。 

ローラーの変質を防止する為、必ず専用のクリーナーをご使用ください。 

ローラーを手で回しながら、上記 A～D のローラーを全周クリーニングしてください。 

 

 

・紙粉及び印刷物のインク等が給紙ローラーゴムや給紙パッドに付着すると給紙性能が低下し、紙詰まりやスリップ

の原因になるのでゴムローラー専用クリーナーを用いて清掃をしてください。 

給紙ローラーゴムと給紙パッドを交換する際は、２７ページ「消耗部品の交換方法」をご参照ください。 
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症 状 ご確認ください 対処のしかた 
参照 

ページ 

電源コードがしっかりと接続され

ていますか。 電源コードを接続します。 １０ 

ブレーカが働いていませんか。 

安全装置が働きました。 

紙詰まり等の原因を除き、ブレーカボタンを押

し復帰させます。 

７ 
電源スイッチをONしても

電源が入らない 排紙トレーが満杯になっていませ

んか。 
排紙トレーから用紙を取り除いきます。 ２３ 

上カバーが開いていませんか。 上カバーを閉じます。 ７ 

ゴムローラーに紙片が巻きついて

いる。 

折りカセット 1/2 を外してゴムローラーに 

付着した紙片を取り除きます。 
２８ ス タ ー トキーを押し

ても給紙しない 
折りカセット 1 または 2 が外れ

ていませんか。 折りカセット 1 及び 2 を取り付ける。 １０ 

用紙ガイドの固定位置が用紙サ

イズと合っていない。 

用紙ガイドは、用紙に合わせ、隙間がないよう

に固定します。 
１３ 

斜行調整ツマミで斜行を調整して

いない。 

斜行調整ツマミを左または右に回して斜行を

調整します。 
２１ 

折りカセットが正しく取り付けられ

ていない。 

折りカセット 1/2 を正規な位置に取り付け

る。 
１０ 

用 紙 の 裁 断 が 曲 が っ

て い ま せ んか。 
裁断誤差の少ない用紙をご使用ください。 ２１ 

薄くコシのない用紙で、反ってい

ませんか。 

反りを矯正するか、適合する用紙を 

ご使用ください。 
９ 

斜 め に 折 ら れて 

しまう 

ゴムローラーが汚れていませんか。 
ゴムローラーの手入れ方法に従って、クリー 

ニングを行ってください。 
２８ 

使用できる用紙以外の紙を使用

していませんか。 
使用できる用紙を確認して、適合す 

る用紙をご使用ください。 
９ 

用紙通過部に紙片が詰まってい

ませんか。 

折テーブル内、ローラー近傍、排紙部付近を 

確認し、紙片を取り除きます。 
２３ 

ゴムローラーが汚れていませんか。 
お手入れのしかたに従って、クリーニング 

を行ってください。 
２８ 

用紙が静電気で貼り付いていま

せんか。 

用紙をよくさばいて下さい。市販の静電気除

去スプレー等で静電気を除去してください。 
１９ 

印刷直後のインクで湿っている用 

紙を使用していませんか。 
充分に乾いてから使用します。 １９ 

紙 詰 ま り が 多発

する 

給紙テーブル上に用紙がない、

少ない 給紙テーブル上に用紙をのせる １３ 

７．トラブル時の処置 
 

７．１ トラブルの内容と処置 
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症 状 ご確認ください 対処のしかた 

ゴムローラーが汚れていませんか。 
お手入れのしかたに従って、クリーニ 

ングを行ってください。 
２８ 

使用できる用紙以外の紙を使用し 

ていませんか。 

使用できる用紙を確認して、適合する 

用紙をご使用ください。 
９ 

印刷の乾燥が不充分で、用紙がは 

りついていませんか。 

インクを充分に乾かした後、用紙をよ 

くさばいてから紙折りをします。 
１９ 

印刷直後のインクで湿っている用 

紙を使用していませんか。 
充分に乾いてから使用します。 

１９ 

折りカセット内で、紙が詰まっていま

せんか。 
折りカセット 1 または 2 を外し、紙 

片を取除きます。 
７ 

薄くコシのない用紙で、反っていませ

んか。 
反りを矯正するか、適合する用紙をご 

使用ください。 
９ 

シワが生じる 

  
 

排紙ローラーの設定位置が適切で 

すか。 
適切な位置に設定します。 １３ 排 紙 ト レ ー が 

満 杯 で 無 い のに、

排紙エラーが多発する 排紙センサーが汚れていませんか。 排紙ｾﾝｻｰ付近のお手入れしてください。 ２５ 

給紙ローラーゴムが紙粉やインクで 

汚れていませんか。 
給紙ローラーゴムを清掃してください。 ２６ 

給紙ローラーゴムが摩耗していませ 

んか。 
給紙ローラーゴムを交換してください。 ２６ 

使用できる用紙以外の紙を使用し 

ていませんか。 

使用できる用紙を確認して、適合する 

用紙をご使用ください。 
９ 

給紙パッドが汚れていませんか 給紙パッドを清掃してください。 ２６ 

給紙パッドが摩耗していませんか 給紙パッドを交換してください。 ２６ 

給紙圧が適切でない。 
給紙圧調整ハンドルを操作して使用 

用紙に適した圧力に切り替える。 
１９ 

給紙テーブルから 

用紙が送られない 

セパレーター圧が適切でない。 
セパレーター圧調整レバーを操作して 

使用用紙に適した圧力に切り替える。 
１９ 

 給紙パッドが汚れていませんか 給紙パッドを清掃してください。 ２６ 

 
印刷済用紙がはりついていません 

か。 

用紙をよく捌いてから、再セットして 

ください。 
１９ 

用紙が重なって 

送られる 

使用できる用紙以外の紙を使用し 

ていませんか。 

使用できる用紙を確認して、適合する 

用紙をご使用ください。 
９ 

 
給紙パッドが汚れていませんか 給紙パッドを清掃してください。 

２６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．２ 故障の場合 

修理が必要な場合は、お買い求めの販売店までご連絡ください。 
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８． 移設または廃棄するとき 
 

８．１ 移設 

 

８．１．１ 旧設置場所からの撤去作業 

  

・電源スイッチを切る 

・電源プラグをコンセントから抜く 

・折りカセット１・２を外す                 ⇒⇒ 

・補助テーブルをしまう 

・排紙テーブルをしまう 

 

 

８．１．２ 運搬 

 

・取り外した部品や付属品、取扱説明書を一緒に運ぶ。 

・強い振動や衝撃を与えないようにする。 

・保護手袋をし、2 人で底面 4隅をしっかり持って運搬する。 

 

 

 

８．１．３ 移設先での設置 

 

・新設の場所と同様、すべての作業を行ってください。 

 

 

 

８．２ 廃棄 

 

廃棄する際は、各地方自治体の政令に従い産業廃棄物処理業者に依頼するなど、適切な処理 

をしてください。 
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９．製品仕様 
 

９．１ 製品仕様 

 

用 紙 寸 法 Ｂ６（１２８×１８２mm）～Ａ３（２９７×４２０mm） 

用 紙 質 量 
連量４０～９０㎏（２折りのみ１３５㎏） 

｛坪量４６．５～１０４．７g／㎡（２つ折りのみ１５７g／㎡）｝ 

紙 質 

更紙・上質紙・再生紙，アート紙/コート紙（但し、特定の用紙に限る） 

折り目が付いたもの、カール、その他変形した用紙は除く 

※給紙圧、セパレータ圧調整機能使用により、特定のアート紙/コート紙も折り可能 

折 方 

連続折り機能（１枚毎の処理） 

２つ折り・４つ折り・片袖折り・内３つ折り・外３つ折り・観音折り・その他変形折り・２回

折りによるクロス折り   Ｂ６は観音折り不可 

最大折り寸法 

折りカセット１：３３０mm 

折りカセット２：２２４mm 
折 り 寸 法 

最小折り寸法 

折りカセット１：５２mm 

折りカセット２：４４mm 

給 紙 方 式 ３輪フリクション方式 

排 紙 方 式 搬送ベルト及び排紙ローラー３段階 位置手動切り換え 

給 紙 積 載 量 ５００枚（Ａ４サイズ 上質紙５５㎏・上質紙６４g／㎡の場合） 

処理速度 （毎

分 ） 
５段切り替え （A4 ２つ折り時） ①２７枚 ②６０枚 ③100 枚 ④135 枚 ⑤184 枚 

操 作 方 式 折り方手動設定方式 

付 加 機 能 

用紙なし検知・折り位置調整・斜行調整・紙詰まり検知・４桁カウンタ（加算 減算 オ

ートリピート付き）・クロス折り用補助用紙ガイド付 ・ジャムマップ表示 ・安全スイッチ

付き ・給紙圧/セパレータ圧調整機能付き  

・手差し給紙機能 Ａ４上質紙 55 ㎏（64g/㎡）で最大３枚まで（内３つ折り、外３つ折

り、変形外３つ折り）、Ａ３上質紙 55㎏（64g/㎡）で最大３枚まで（２つ折限定） 

消 費 電 力 ７５Ｗ   

使 用 電 源 １００Ｖ ＡＣ  ５０／６０Ｈｚ 

機 械 寸 法 
Ｗ９９０mm×Ｄ５１０mm×Ｈ５００mm（使用時）  

Ｗ６７０mm×Ｄ５１０mm×Ｈ５００mm（収納時）   

動作温度範囲 ＋5℃～＋35℃ （湿度 20％～80％ＲＨ）  注：ただし、結露なきこと 

保存温度範囲 －10℃～＋60℃（湿度 20％～80％ＲＨ）  注：ただし、結露なきこと 

機 械 質 量 ３３㎏ （クロス折り用部品、電源コードは除く） 

 

 

本機の仕様及び外観は改良のため、予告なく変更されることがありますのでご了承ください。 
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http://www.max-ltd.co.jp 

 
 
 
 
 
  本社・営業本部 

〒103-8502 東京都中央区日本橋箱崎町 6-6       TEL （03）3669-8108㈹ 

 

  営業拠点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  アフターサービス 

 

 

 

 

 

●商品の仕様・取扱い説明に関するお問い合わせは、お客様相談ダイヤルまで。 

 

 

 

 

 

 

              

    

●ホームページアドレス 

 

  

 

 

                                              ２０１２．０２ Ｖｏｌ．１ N122T   

または、有料ダイヤル 03-3669-6786 
※携帯電話からは、有料ダイヤルにお電話ください。 

※月～金曜日（祝日・当社指定休日を除く）午前 9 時～午後 6時 

※『ナンバーディスプレイ』を利用しています。 

 【通話内容は、対応品質向上のため録音させていただく場合があります。】 

札 幌 

盛 岡 

仙 台 

新 潟 

長 野 

埼 玉 

東 京 

横 浜 

TEL 

TEL 

TEL 

TEL 

TEL 

TEL 

TEL 

TEL 

(011)261-7141㈹ 

(019)621-3541㈹ 

(022)236-4121㈹ 

(0256)34-2112㈹ 

(0263)26-4377㈹ 

(048)651-5341㈹ 

(03)3669-8141㈹ 

(045)364-5661㈹ 

静 岡 

名古屋 

金 沢 

大 阪 

四 国 

広 島 

福 岡 

TEL 

TEL 

TEL 

TEL 

TEL 

TEL 

TEL 

(054)205-3535㈹ 

(052)918-8619㈹ 

(076)240-1871㈹ 

(06)6444-2031㈹ 

(087)866-5599㈹ 

(082)291-6331㈹ 

(092)411-5416㈹ 

札 幌 

仙 台 

高 崎 

東 京 

TEL 

TEL 

TEL 

TEL 

(011)231-6487 

(022)237-0778 

(027)350-7820 

(042)548-5332 

名古屋 

大 阪 

広 島 

福 岡 

TEL 

TEL 

TEL 

TEL 

(052)918-8624 

(06)6446-0815 

(082)291-5670 

(092)451-6430 

 

住所、電話番号などは都合により変更になる場合があります。 

最新の情報はホームページをご確認ください。 



 

操
作
手
順
４
：
折
り
位
置
の
微
調
整

 

操
作
手
順
１
：
用
紙
を
セ
ッ
ト 

     
 
 

 
 
排
紙
ロ
ー
ラ
ー
位
置
シ
ー
ル
 

①
 
排
紙
ロ
ー
ラ
ー
を
用
紙
サ
イ
ズ
 

（
Ａ
３
・Ａ
４
・
Ｂ
４
・
Ｂ
５
）
に
合
っ
た
位
置
に
 

移
動
し
ま
す
。
 

ス
ピ
ー
ド
１
で
使
用
す
る
場
合
、
▼
Ａ
４
ス
ピ
ー
ド
１
に
合
わ
せ
ま
す
。
 

①
 
折
り
位
置
ガ
イ
ド
の
ハ
ー
フ
ナ
ッ
ト
 
 
 
微
調
整
ツ
マ
ミ
 
 
 
 
 
 
折
り
位
置
ガ
イ
ド
 

レ
バ
ー
を
指
で
挟
み
ま
す
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
微
調
整
は
微
調
整
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ツ
マ
ミ
で
行
い
ま
す
。
 

②
 
折
り
カ
セ
ッ
ト
１
・
２
の
目
盛
の
位
置
に
 

折
り
位
置
ガ
イ
ド
を
合
わ
せ
ま
す
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
折
り
カ
セ
ッ
ト
１
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ハ
ー
フ
ナ
ッ
ト
レ
バ
ー
を
離
す
と
折
り
位
置
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ガ
イ
ド
は
自
動
的
に
そ
の
位
置
で
ロ
ッ
ク
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
し
ま
す
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
B
5
サ
イ
ズ
4
つ
折
り
時
 

①
 
電
源
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
折
り
カ
セ
ッ
ト
１

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
折
り
カ
セ
ッ
ト
２

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
電
源
ス
イ
ッ
チ
  

②
 
給
紙
テ
ー
ブ
ル
レ
バ
ー
を
上
げ
て

 

給
紙
テ
ー
ブ
ル
を
下
げ
ま
す
。 

③
 
用
紙
を
揃
え
て
セ
ッ
ト
し
ま
す
。 

④
 
給
紙
テ
ー
ブ
ル
レ
バ
ー
を
下
げ
て

 

給
紙
テ
ー
ブ
ル
を
上
げ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
給
紙
テ
ー
ブ
ル
レ
バ
ー

 

卓
上
汎
用
紙
折
り
機
 
Ｅ
Ｐ
Ｆ
－
４
０
０
 
簡
易
マ
ニ
ュ
ア
ル
①
 

操
作
手
順
２
：
折
り
位
置
を
セ
ッ
ト 

操
作
手
順
３
：
排
紙
ロ
ー
ラ
ー
を
セ
ッ
ト 

 
紙
折
り
の
状
態
 

2
つ
折
 

観
音
折
 

内
3
つ
折
 
外
3
つ
折
 

4
つ
折
 

片
袖
折
 

実
線
の
長
さ
を
折
り
 

カ
セ
ッ
ト
1
で
調
整
 

折
り
カ
セ
ッ
ト
１
 

を
通
り
ま
せ
ん
 

  

 

  

 

  

実
線
部
が
長
い
場
合
 

 
短
 

 
短
 

 
短
 

 
短
 

 
短
 

 

折りカセット１ 

実
線
部
が
短
い
場
合
 

 
 
長
 

 
長
 

 
長
 

 
長
 

 
長
 

実
線
の
長
さ
を
折
り
 

カ
セ
ッ
ト
2
で
調
整
 

 

  

 
 

 

  

実
線
部
が
長
い
場
合
 

短
 

 
短
 

 
短
 

 
短
 

 
短
 

 
短
 

 

折りカセット２ 

実
線
部
が
短
い
場
合
 

 
長
 

 
長
 

 
長
 

 
長
 

 
長
 

 
長
 



 

操
作
手
順
８
：
手
差
し
モ
ー
ド
の
操
作
方
法

 

操
作
手
順
５
：
規
格
外
用
紙
の
折
り
位
置
セ
ッ
ト
方
法

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
   

 
 
 
①
 
ツ
マ
ミ
を
を
ゆ
る
め
て
ア
ー
ト
紙
／
コ
ー
ト
紙
用
、
セ
パ
レ
ー
タ
ー
を
取
外
し
ま
す
。
 

②
 
標
準
紙
用
セ
パ
レ
ー
タ
ー
を
取
外
し
、
ア
ー
ト
紙
／
コ
ー
ト
紙
用
用
紙
セ
パ
レ
ー
タ
ー
と
交
換
し
ま
す
。

 

 

 
給
紙
圧
調
整
レ
バ
ー
 

 

 

 
③
給
紙
圧
調
整
レ
バ
ー
を
「
１
」
に
設
定
し
ま
す
。
 
 
④
セ
パ
レ
ー
タ
ー
圧
調
整
レ
バ
ー
を
「
２
」
に
設
定
し
ま
す
。
 

※
コ
ー
ト
紙
以
外
の
仕
様
範
囲
内
の
用
紙
の
場
合
は
、
給
紙
圧
・
セ
パ
レ
ー
タ
ー
圧
と
も
「
０
」
が
基
準
で
す
。
 

ク
ロ
ス
折
り
と
は
、
２
つ
折
り
し
た
用
紙
（Ａ
３
・
Ｂ
４
）
を
さ
ら
に
４
つ
折
り
や
内
３
つ
折
り
な
ど
に
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。
 

 

 

 

 

給
紙
補
助
ロ
ー
ラ
ー
 

用
紙
サ
イ
ズ
シ
ー
ル
 

 

補
助
用
紙
ガ
イ
ド
（
右
/
左
）
 

給
紙
テ
ー
ブ
ル
 

ベ
ア
リ
ン
グ

 

用
紙
ガ
イ
ド
（
右

/左
）

 

 

・
２
つ
折
り
し
た
折
り
目
を
手
で
よ
く
し
ご
き
ま
す
。
 
 
 
・
用
紙
は
少
な
目
に
積
み
ま
す
。
（
３
０
枚
以
下
）
 

・
補
助
用
紙
ガ
イ
ド
は
、
用
紙
ガ
イ
ド
に
あ
た
ら
な
い
よ
う
に
用
紙
サ
イ
ズ
シ
ー
ル
よ
り
手
前
に
置
き
ま
す
。
 

①
２
つ
折
り
に
し
た
用
紙
を
給
紙
テ
ー
ブ
ル
に
の
せ
、
用
紙
ガ
イ
ド
を
密
着
さ
せ
て
固
定
し
ま
す
。
 

②
左
右
の
給
紙
補
助
ロ
ー
ラ
ー
の
ネ
ジ
を
プ
ラ
ス
ド
ラ
イ
バ
ー
で
緩
め
、
用
紙
の
両
端
を
お
さ
え
る
位
置
に
セ
ッ
ト
し
ま
す
。
 

③
補
助
用
紙
ガ
イ
ド
右
左
を
用
紙
サ
イ
ズ
の
目
盛
り
の
位
置
に
置
き
先
端
の
ベ
ア
リ
ン
グ
が
用
紙
の
ふ
く
ら
み
を
抑
え
る
 

 
よ
う
に
お
き
ま
す
。
 

①
 
折
り
寸
法
基
準
値
(m
m
):基
準
値
は
小
数
点
第
1
位
を
四
捨
五
入
し
て
い
ま
す
の
で
目
安
で
す
。
 

②
折
り
方
種
類
と
折
り
寸
法
基
準
位
置
（
折
り
寸
法
測
定
位
置
 
折
り
カ
セ
ッ
ト
１
／
折
り
カ
セ
ッ
ト
２
）
 

＊
B
6
・
A
5
サ
イ
ズ
は
、
サ
イ
ズ
・
折
り
形
を
【
折
り
カ
セ
ッ
ト
１
・
折
り
カ
セ
ッ
ト
２
】
（
m
m
）
基
準
値
に
合
わ
せ
ま
す
。 

 
 

 
用
紙
ｻ
ｲｽ
ﾞ 
折
り
ﾃ
ｰ
ﾌﾞﾙ
 

片
袖
折
り
 

外
 3 折

り
 
内
３
折
り
 

観
音
折
り
 

4 折
り
 

2 折
り
 

折
り
カ
セ
ッ
ト
１
 

137 
122 

60 
 

91 
 

B
6 

全
長
 182 

折
り
カ
セ
ッ
ト
２
 

46 
61 

61 
 

46 
91 

折
り
カ
セ
ッ
ト
１
 

158 
140 

70 
52 

105 
 

A
5 

全
長
 210 

折
り
カ
セ
ッ
ト
２
 

53 
70 

71 
106 

53 
105 

折
り
カ
セ
ッ
ト
１
 

B
5 

全
長
 257 

折
り
カ
セ
ッ
ト
２
 

折
り
カ
セ
ッ
ト
１
 

A
4 

全
長
 297 

折
り
カ
セ
ッ
ト
２
 

折
り
カ
セ
ッ
ト
１
 

B
4 

全
長
 364 

折
り
カ
セ
ッ
ト
２
 

折
り
カ
セ
ッ
ト
１
 

A
3 

全
長
 420 

折
り
カ
セ
ッ
ト
２
 

【折
り
カ
セ
ッ
ト
１
、
折
り
カ
セ
ッ
ト
２
】用
紙
サ
イ
ズ
・折
り
形
指
定
あ
り
 

 

 

卓
上
汎
用
紙
折
り
機
 
Ｅ
Ｐ
Ｆ
－
４
０
０
 
簡
易
マ
ニ
ュ
ア
ル
②
 

操
作
手
順
６
：
ク
ロ
ス
折
り
の
方
法

 

操
作
手
順
７
：
ア
ー
ト
紙
／
コ
ー
ト
紙
を
折
る
方
法

 

 
 

 
用
紙
セ
パ
レ
ー
タ
ー
交
換
 

手
差
し
モ
ー
ド
に
よ
る
複
数
の
用
紙
を
ま
と
め
て
折
る
方
法
 

手
差
し
モ
ー
ド
ボ
タ
ン
を
押
す
と
、
機
械
は
自
動
給
紙
モ
ー
ド
か
ら
手
差
し
給
紙
モ
ー
ド
に
換
わ
り
ま
す
。
 

 
 

 
＊
用
紙
ロ
ー
ラ
ユ
ニ
ッ
ト
を
外
し
ま
す
 
 

 
 
 

 

手
差
し
モ
ー
ド
中
は
用
紙
を
奥
ま
で
ま
っ
す
ぐ
差
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
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